
令和４年度 商店街X（エックス）プロジェクト
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九州経済産業局 流通・サービス産業課

令和４年度 地域経済産業活性化対策等調査（商店街等におけるデザイン経営の活用可能性調査）概要資料
商店街X（エックス）＝商店街トランスフォーメーション

商店街が「自己変革」を成し、新しい価値創造の可能性や手法を調査し仮説を検証する九州経済産業局のプロジェクト



商店街X（エックス）プロジェクトの出発点

1

補助金等の縮小

単に活性化事例を展開することへの課題感

商店街の取り巻く環境が急激に変化している

⇒商店街支援の方向性をあらためて見直していくべきでは

そこで、商店街の新たな在り方を模索する手法として「デザイン経営」は有効という仮説を持ち

商店街におけるデザイン経営の活用方法を探ってきた

商店街のみなさん

• これまでのやり方ではうまくいかない
• WS疲れ、、
• 新たな商店街の在り方を模索したい

行政・支援機関のみなさん

• 補助金以外の支援の幅を模索したい
• 専門家派遣を行ってみても、
派遣後に取組が持続しない

事例調査 ワークショップ 成果報告会



デザインとは
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• 「デザイン」の定義は一義的ではなく、次代の変遷とともに、解釈が拡大してきている

つまり、デザイン＝単に見た目を整える行為“だけ“ではない！

（出典）経済産業省「第４次産業革命におけるデザイン等のクリエイティブの 重要性及び具体的な施策検討に係る調査研究報告書」



「デザイン経営」宣言
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• 経済産業省と特許庁は、「産業競争力とデザインを考える研究会」の報告書として、2018年に『「デザイン経
営」宣言』を公表

• 第四次産業革命下の荒波の中、企業が生き残るためには、ビジネスの最上流からデザインの考え方や手法を取
り入れることが重要であると訴えた

• デザイン経営についてはブランド力の向上とイノベーションの創出に効果がある（デザイン経営宣言より）

「デザイン経営」
↓

デザイナーの持つアプローチを経営の中に取り入れる手法



デザインアプローチ
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① 不確実性・曖昧性を受け入れる

② 深い共感に従う

③ 五感をフル活用する

④ 遊び心をもってものごとに息を吹き込む

⑤ 複雑性から新たな意味を創造する

（出典）経済産業省 デザイン政策ハンドブック

課題の本質をとらえ、試行錯誤しながら課題解決に挑むアプローチ

デザイナーが持つ指向性デザイン態度

探
索

定
義

開
発

実
現

デザインのプロセス

（出典）経済産業省 デザイン政策ハンドブック

選
択
肢

時間



中小企業のためのデザイン経営９つの入り口
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企業文化の醸成
(組織・コミュニケーション等)

会社の
人格形成

価値の創造
(製品・サービス)

（出典）特許庁「中小企業のためのデザイン経営ハンドブック みんなのデザイン経営」より当局作成



●
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事例調査



事例調査

• 先進的な商店街の取り組みのうち、デザイン経
営を活用している事例を発掘、実践方法の
分析を行う。

ワークショップ

• 商店街等におけるデザイン経営手法
を実践。

• 実践方法の明確化を行う。

成果報告会

• 調査内容について、広く展開し、デザイ
ン経営活用の機運の醸成を目指すとと
もに、実践する際のハードルを明らかに
する。

商店街におけるデザイン経営（仮説）



事例調査

• 先進的な商店街の取り組みのうち、デザイン経
営を活用している事例を発掘、実践方法の
分析を行う。

ワークショップ

• 商店街等におけるデザイン経営手法
を実践。

• 実践方法の明確化を行う。

成果報告会

• 調査内容について、広く展開し、デザイ
ン経営活用の機運の醸成を目指すとと
もに、実践する際のハードルを明らかに
する。

【事例】 六日町通り商店街（宮城県栗原市）



事例調査

• 先進的な商店街の取り組みのうち、デザイン経
営を活用している事例を発掘、実践方法の
分析を行う。

ワークショップ

• 商店街等におけるデザイン経営手法
を実践。

• 実践方法の明確化を行う。

成果報告会

• 調査内容について、広く展開し、デザイ
ン経営活用の機運の醸成を目指すとと
もに、実践する際のハードルを明らかに
する。

【事例】大牟田市銀座通商店街（福岡県大牟田市）



事例調査

• 先進的な商店街の取り組みのうち、デザイン経
営を活用している事例を発掘、実践方法の
分析を行う。

ワークショップ

• 商店街等におけるデザイン経営手法
を実践。

• 実践方法の明確化を行う。

成果報告会

• 調査内容について、広く展開し、デザイ
ン経営活用の機運の醸成を目指すとと
もに、実践する際のハードルを明らかに
する。

【事例】一般社団法人東彼杵ひとこともの公社（長崎県東彼杵郡東彼杵町）



事例調査

• 先進的な商店街の取り組みのうち、デザイン経
営を活用している事例を発掘、実践方法の
分析を行う。

ワークショップ

• 商店街等におけるデザイン経営手法
を実践。

• 実践方法の明確化を行う。

成果報告会

• 調査内容について、広く展開し、デザイ
ン経営活用の機運の醸成を目指すとと
もに、実践する際のハードルを明らかに
する。

【事例】本渡中央商店街振興組合（銀天街）（熊本県天草市）



事例調査

• 先進的な商店街の取り組みのうち、デザイン経
営を活用している事例を発掘、実践方法の
分析を行う。

ワークショップ

• 商店街等におけるデザイン経営手法
を実践。

• 実践方法の明確化を行う。

成果報告会

• 調査内容について、広く展開し、デザイ
ン経営活用の機運の醸成を目指すとと
もに、実践する際のハードルを明らかに
する。

【事例】騎射場中央通り会（鹿児島県鹿児島市）



●
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ワークショップ
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ワークショップ概要（新しい商店街の可能性を探るワークショップ）

• 菊池市商店会連合会
（熊本県菊池市）

• 託麻西南繁栄会
（熊本県熊本市東区）

• 門司中央市場商業協同組合
（福岡県北九州市門司区）

専門家

• (株)ホーホゥ 代表取締役 木藤亮太氏
• 九州大学 准教授 杉本美貴氏
• NEXT BIZ PARTNERS(株)
代表取締役 弁理士 羽立幸司氏

WSの流れ
①11/28（月）商店街のありたい姿の再検討

過去事業分析（成功・失敗）
②12/22（木）強みの棚卸・顧客ニーズ分析
③1/19（木） BMC※を用いた事業提案

※BMC＝ビジネスモデルキャンバス

菊池市商店会連合会

●

門司中央市場商業協同組合
●

託麻西南繁栄会

●

事例調査

• 先進的な商店街の取り組みのうち、デザイン経
営を活用している事例を発掘、実践方法の
分析を行う。

ワークショップ

• 商店街等におけるデザイン経営手法
を実践。

• 実践方法の明確化を行う。

成果報告会

• 調査内容について、広く展開し、デザイ
ン経営活用の機運の醸成を目指すとと
もに、実践する際のハードルを明らかに
する。

参加商店街
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商店街再生の専門家 デザイン経営アドバイザー 事業構想＆知財アドバイザー

木藤 亮太 杉本美貴 羽立幸司（弁理士）

(株)ホーホゥ代表取締役
(株)油津応援団取締役
2013年7月に全国公募で選ばれ、宮﨑県日南
市のテナントミックスサポートマネージャーに就任
し、“猫さえ歩かない”と言われた油津商店街の
再生事業に取組み、約4年で25を超える新規出
店、企業誘致等を実現。〝日南の奇跡〟と称され
た油津商店街の再生を果たす。現在は那珂川市
などの地域づくりの事業に参画。

九州大学准教授（芸術工学研究院 ストラテジッ
クデザイン部門）。専門分野はインダストリアルデ
ザイン、プロダクトデザインなど。企業でのデザイ
ン実践の経験を活かし、地域創生・地域産業活
性化に向けた製品やブランド開発のプロジェクト
を実施。地域に対するデザイン経営の導入として、
筑後地方の異業種小規模企業者集団「ちっごた
る」（https://chiggotal.com)のブランディン
グを推進。

ＮＥＸＴ ＢＩＺ ＰＡＲＴＮＥＲＳ株式会社 代表取締
役、弁理士。
大阪の特許事務所と東京の法律・特許事務所を
経験し、2003年に特許事務所を設立。多数の
産官学連携プロジェクトに関わり、一貫して中
小・中堅企業支援に経営目線で取り組んでいる。
この５年ほどは特にビジネスモデルと知財との関
係性を明らかにしながらの個別支援に力を入れ
ている。

専門家および参加商店街について

門司中央市場商業協同組合 菊池市商店会連合会 託麻西南繁栄会

観光客が多く訪れる門司港レトロ近くにあり、築
６５年の鉄筋コンクリート造の建屋を使用した風
情ある商店街。レトロ感と共に斬新さを加味共存
させた商店街を創出したいという思いで、ＷＳに
参加。

店主の高齢化や外部環境の変化により、既存店
の経営は厳しく、商店街の形成がままならない状
況にあり、今後どのような商店街の活動をしてい
くべきかを模索したい思いでＷＳに参加

熊本市のベッドタウンにあたる地域に位置してい
る。商業者が広範囲に位置しており、所謂商店街
の形をとっていない。ゴミ拾いをテーマに会員の
売上増進につなげたく、当該事業案のブラッシュ
アップを目的にＷＳに参加



事例調査

• 先進的な商店街の取り組みのうち、デザイン経
営を活用している事例を発掘、実践方法の
分析を行う。

ワークショップ

• 商店街等におけるデザイン経営手法
を実践。

• 実践方法の明確化を行う。

成果報告会

• 調査内容について、広く展開し、デザイ
ン経営活用の機運の醸成を目指すとと
もに、実践する際のハードルを明らかに
する。

ワークショップのプロセス

【ワークショップ構成のポイント】

⚫ 商店街におけるデザイン経営の要素

⚫ ダブルダイヤモンドモデル

⚫ 専門家への相談（オンライン・現場）をWS間で行いなが

ら、参加商店街等は「ありたい姿」を再検討し、実現への

第1歩目となる事業やイベントの企画提案の実現を目指

す。



事例調査

• 先進的な商店街の取り組みのうち、デザイン経
営を活用している事例を発掘、実践方法の
分析を行う。

ワークショップ

• 商店街等におけるデザイン経営手法
を実践。

• 実践方法の明確化を行う。

成果報告会

• 調査内容について、広く展開し、デザイ
ン経営活用の機運の醸成を目指すとと
もに、実践する際のハードルを明らかに
する。

ワークショップのポイント



グループワーク概要
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日時：11月28日(月)10:00～17:00 場所：九州経済調査協会会議室

専門家による講演概要

⚫ 講師
(株)ホーホゥ 代表取締役 木藤亮太氏

⚫ タイトル 応援とチャレンジの連鎖がまちを変える
⚫ オンライン出席者数 延べ36名

⚫ 専門家、九州大学大学院生も交えてグループワーク。
⚫ 商店街の看板を一度外し、自分が考えるまちのありたい姿、なりたい姿を妄想。
⚫ 過去の事業分析（成功事例・失敗事例）の実施。

第
１
回

※WS参加商店街以外にも公開

良かった点 悪かった点

継続すべき点 課題点

挑戦すべき点

失敗した原因（該当するもの全てに○をつけてください）

１．無知（知識の不足、伝承の無視など） ２．不注意（理解不足、注意・用心不足、疲労・体調不良など）

３．手順の不遵守（手続無視、連絡不足など）

４．誤判断（狭い視野、誤った理解、間違った認知、状況に対する誤判断など）

５．調査・検討の不足（仮想演習の不足、事前検討の不足、調査の不足など）

６．環境変化への対応不良（使用環境の変化、経済環境の変化など）

７．企画不良（権利構築の不良・組織構成の不良・戦略や企画の不良など） ８．価値観不良（異文化、組織文化不良、安全意識不良）

９．組織運営不良（運営の硬直化、管理不良、構成員不良） 10．未知（未知の事象発生、以上事象発生）

失敗した取組：○○事業 【組織： お名前： 】

商店街全体で話

し合 、企画を

することが出来

た

事業のターゲッ

が明確では無

かった

STEP１
実現可能性を無視した
アイデア出しにより、
未来を妄想

STEP２
過去の事業分析
強みの棚卸し

顧客ニーズの分析

STEP３

イベント事業立案シート
の作成

未来の妄想 小さな実行

STEP５
現地報告会の開催
仲間の巻き込み

妄想する未来の共有

実験と失敗の繰り返し

客観視点（九州大学大学院生の参加、専門家による相談対応）

STEP６
実験と失敗の繰り返し
発信によるさらなる
仲間の巻き込み

※本ワークショップは一歩目※仲間づくり

STEP４
ビジネスモデルキャンバス
（BMC）の作成

大事にしたい価値を再定義

ワークショップ開催内容（第１回）



グループワーク概要
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日時：12月22日(木)10:00～17:00 場所：九州経済調査協会会議室

専門家による講演概要

第
２
回

⚫ 講師
九州大学 准教授 杉本美貴氏

⚫ タイトル デザイン経営とブランドのデザイン
⚫ オンライン出席者数 延べ33名

※WS参加商店街以外にも公開

⚫ 専門家を交えてグループワーク。
⚫ 前回までに検討した「商店街のありたい姿」、「過去の事業分析」を念頭に、
強みの棚卸し、顧客ニーズ分析を実施。

貴商店街の強みとして、思いつくもの全てをを以下のカテゴリー別に教えてください。重複してもOK。該当するものがなければ空欄にしてください。

地域の特性

現在の来街者

これまでにやって

きた取り組み

商店街が持って

いる資源（モノや

サービス）

商店街の運営に

関わる人

その他

記載内容 文章 案１ 案２ 案３

A ターゲット ～は、

B
現場の実態、

現場課題
～に苦心している。

C

ターゲットが必要

としている進歩

（顧客ジョブ）、

理想の状態

（Bを解決するため

に、ターゲットは）

～という進歩が必

要

D 価値提案

（私たちは、）

～ができるという

価値を提案します

E

製品・サービ

スの・空間内

容

～の提供

F 取組名 ～の取組

G
自商店街など

の強み

（本取組は、）

～という強みの発

揮によって選ばれ

る存在となります。

文章が成立するように、A～Gまでの空欄を埋めてください。 記載するイベントや事業は、1つでも2つでも３つでもOKです。

自

商

店

街

視

点

関

係

者

視

点

STEP１
実現可能性を無視した
アイデア出しにより、
未来を妄想

STEP２
過去の事業分析
強みの棚卸し

顧客ニーズの分析

STEP３

イベント事業立案シート
の作成

未来の妄想 小さな実行

STEP５
現地報告会の開催
仲間の巻き込み

妄想する未来の共有

実験と失敗の繰り返し

客観視点（九州大学大学院生の参加、専門家による相談対応）

STEP６
実験と失敗の繰り返し
発信によるさらなる
仲間の巻き込み

※本ワークショップは一歩目※仲間づくり

STEP４
ビジネスモデルキャンバス
（BMC）の作成

大事にしたい価値を再定義

ワークショップ開催内容（第２回）



関係者とのつながり方

商店街の将来像・目標の達成のために、商店街関係者やお客様、地域の方々との「つながり方」について、改めて列挙してください

第２回WSの事前課題である「強みの棚卸しシート」で記載したつながり方について、改めて振り返り、必用に応じて加筆修正しましょう

取組（イベント・事業）により実現する商店街の将来像・目標

取組（イベント・事業）により実現する商店街の将来像・目標について。

第１回WSにおける「イベント・事業立案シート」で設定した将来像について、改めて振り返り、必要に応じて加筆修正しましょう

※提案した取組は、将来像・目標の実現に繋がるのか

取組を通して商店街で大事にしたい価値

将来像・目標の達成のために大事にしたいことやコンセプト

商店街の将来像・目標の達成のために大事にしたいことについて、改めて列挙してください

例：自分たちのができる/楽しむ範囲内での無理のない形で取り組む、長く続くように取り組む、失敗してもやめない、ワクワクすることをやる…

グループワーク概要

20

日時：1月19日(木)10:00～17:00 場所：くまもと県民交流会館パレア

専門家による講演概要

第
3

回

⚫ 講師
NEXT BIZ PARTNERS(株)
代表取締役 弁理士 羽立幸司氏

⚫ タイトル
商店街の価値創造とビジネスモデルキャンバス

⚫ オンライン出席者数 延べ40名

⚫ 専門家を交えてグループワーク。
⚫ 前回までに検討した 「商店街のありたい姿」、「過去の事業分析」「強みの棚卸し」
「顧客ニーズ分析」を念頭に、事前課題の「ユーザーリサーチ」を踏まえた上で、
ビジネスモデルキャンバスを用いた事業企画を実施。

⚫ 取組を通して商店街で大事にしたい価値を改めて定義

※WS参加商店街以外にも公開

価値提案のターゲットは誰？ ターゲットが抱える課題は？

FALSE FALSE

価値提案の概要は？ 提供する製品・サ ビスは？

FALSE FALSE

製品 サ ビスの届け方は？ 製品・サ ビスのPRの方法は？

発揮する自社の強みは？ その他利用する自社のリソ スは？

FALSE

タ ゲットとどうやって接点を持つか？ 継続的な関係を築くための手段は？

価値提案を実行するために、自社は何をできる

ようにならないといけないか？

左記実現のために取り組まないといけない仕事

（ジョブ）は？

価値提案を行うにあたって必要な外部のパート

ナーは誰？

本事業のリ ドユ ザ はどういう人ですか？

可能なら、リードユーザーと協力関係を構築しま

しょう。

いかにお金を稼ぐか？の収益化のマネタイズシ

ナリオを記載する。

左記のシナリオは具体的に医はどの程度の収益

が見込まれるか？

【ざっくり収益性評価方法】ユ ザ 数×消費額×獲

得目標シェア=最大売上高見込額

※統計データ等を活用し仮定で算出する。今回の

WSでは 難しければ記入不要です。

キ アクティビティや、チャネル構築、キ パ ト

ナーとの関係構築にどういう費用が発生？

左記の費用について、具体的な数字を記載する

と？（任意項目）

案１～案３のいずれかを選択→

FALSE事業
関

係

者

セ

グ

メ

ン

ト

価

値

提

案

チ

ャ

ネ

ル

関

係

者

と

の

つ

な

が

り

該事業のターゲットを定義する。そのターゲットが

持つ課題を明確に記載するとなお良し。

製品やサービスを利用する単なる「ユーザー」と 対

価を支払う「顧客」を分けて考える。

ーゲットに対して どういう価値を提案するのか

リューションを定義する。自社目線ではなく ター

ゲット目線でどういう価値が得られるかを考える 自

社ならではの価値提案を記載することがポイント。

ーゲットにどうやって当該事業の製品やサービス

届けるのかの「認知→評価→購入→提供→アフ

ーサービス」等の戦略 具体的プロセスを記載。

ーゲットとの接点の持ち方や 密接な関係を生み

すための工夫点を記載する。対面販売かオンライ

販売か 新規客か既存客か 継続的か一時的

か 収益モデルはフローか ストックかなど。

主

な

リ

ソ
ー

ス

価値提案の実現に活用可能な資産を記載する。

資材や機械といった固定資産以外にも 長年培っ

技術力や独自のノウハウ ネットワーク等の自社

らではの強みを含めるのがポイント。

コ

ス

ト

構

造

該事業において発生するコストを具体的に記載

る。主にキーアクティビティの実行や チャネル構

築にかかる人件費 開発費 販売促進費 キーパー

ナーへの委託費等がこれにあたる。

可能な限り具体的な数字を記載する必要がある

が 今回のWSでは具体的な数字の算出までは求

めない。

キ
ー

ア

ク

シ

ョ

ン

設備投資 SCM マーケティング 人材採用等 価

値提案の実現に向けた自社の取り組みを記載

キ
ー

パ
ー

ト

ナ
ー

価値提案の実現に向けて 自社だけではできない

部分があれば どういうパートナーが必要かを記

載。

ーゲットが抱える複合的な課題は 自社だけで解

決できない場合があるので 積極的に他社との

ープンイノベーションを推進することが重要。

収

益

の

流

れ

該事業における収益化の方法や収益化までのシ

リオを記載する。

して その価値提案実現の先に 異業種への水平

展開 ターゲットの次なる成長ステップでの収益化

ど 次なる収益化の展開を考えてみる。

可能な限り具体的な数字を記載する必要がある

が 今回のWSでは具体的な数字の算出までは求

めない。

コスト構造 収益の流れ

チャネル主なリソース
FALSEの提供によって、

FALSEができる
FALSEFALSE

FALSE事業

FALSE

キーパートナー キーアクション 価値提案 関係者とのつながり 関係者セグメント

STEP１
実現可能性を無視した
アイデア出しにより、
未来を妄想

STEP２
過去の事業分析
強みの棚卸し

顧客ニーズの分析

STEP３

イベント事業立案シート
の作成

STEP４
ビジネスモデルキャンバス
（BMC）の作成

大事にしたい価値を再定義

未来の妄想 小さな実行

STEP５
現地報告会の開催
仲間の巻き込み

妄想する未来の共有

実験と失敗の繰り返し

客観視点（九州大学大学院生の参加、専門家による相談対応）

STEP６
実験と失敗の繰り返し
発信によるさらなる
仲間の巻き込み

※本ワークショップは一歩目※仲間づくり

ワークショップ開催内容（第３回）
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各商店街のアウトプット

提案した事業・取組ありたい・なりたい姿（将来像）

港の駅として（世界）旅行に
出かけた気分になれる商店街

⚫空き店舗ゼロ化促進計画
• 改装、販売手法に長けた移転出店者、販売手法に苦心する新
規出店者が対象

• 中央市場が出店サポート独自の家賃補助
• 「今までと違う流れを一緒に作っていく」

商店街

門司中央市場商業協同組合

創造が叶えられる託麻西南繁栄会
～チャレンジ出来る託麻西南繁栄会～

⚫スタートアップサポートプラン
• 地域貢献したいが手法が分からない人、地元で新たな事業に取
り組みたい人が対象

• 繁栄会が事業計画を作成し、大学生に対してPBL（Project 
Based Laerning）の提供をすることで、大学生がサポートに参
加

託麻西南繁栄会

（若者を含めて）他人の経験を
自分の価値に変えることが出来る人
と一緒に将来を考える商店街

⚫よろず相談事業（“傾寄屋”事業）
• 地域貢献したいが手法が分からない人、地元で新たな事業に取
り組みたい人が対象

• 繁栄会が事業計画を作成し、大学生に対してPBL（Project 
Based Laerning）の提供をすることで、大学生がサポートに参
加

菊池市商店会連合会

事例調査

• 先進的な商店街の取り組みのうち、デザイン経
営を活用している事例を発掘、実践方法の
分析を行う。

ワークショップ

• 商店街等におけるデザイン経営手法
を実践。

• 実践方法の明確化を行う。

成果報告会

• 調査内容について、広く展開し、デザイ
ン経営活用の機運の醸成を目指すとと
もに、実践する際のハードルを明らかに
する。
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たくさんの方が参加！
中央市場への熱い思いも、、、

アイデアを出し合う雰囲気づくり
素晴らしいファシリテーション！

梅木さんのチャレンジを心から応援する
素晴らしい先輩方、、、

令和５年2月10日
門司中央市場商業協同組合

令和５年2月6日
菊池市商店会連合会

令和５年1月26日
託麻西南繁栄会

STEP１
実現可能性を無視した
アイデア出しにより、
未来を妄想

STEP２
過去の事業分析
強みの棚卸し

顧客ニーズの分析

STEP３

イベント事業立案シート
の作成

未来の妄想 小さな実行

STEP５
現地報告会の開催
仲間の巻き込み

妄想する未来の共有

実験と失敗の繰り返し

客観視点（九州大学大学院生の参加、専門家による相談対応）

STEP６
実験と失敗の繰り返し
発信によるさらなる
仲間の巻き込み

※本ワークショップは一歩目※仲間づくり

STEP４
ビジネスモデルキャンバス
（BMC）の作成

大事にしたい価値を再定義

ワークショップ開催内容（現地報告会）

事例調査

• 先進的な商店街の取り組みのうち、デザイン経
営を活用している事例を発掘、実践方法の
分析を行う。

ワークショップ

• 商店街等におけるデザイン経営手法
を実践。

• 実践方法の明確化を行う。

成果報告会

• 調査内容について、広く展開し、デザイ
ン経営活用の機運の醸成を目指すとと
もに、実践する際のハードルを明らかに
する。
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ワークショップ開催による効果
（ワークショップによるデザイン経営手法の実践の可能性）

事例調査

• 先進的な商店街の取り組みのうち、デザイン経
営を活用している事例を発掘、実践方法の
分析を行う。

ワークショップ

• 商店街等におけるデザイン経営手法
を実践。

• 実践方法の明確化を行う。

成果報告会

• 調査内容について、広く展開し、デザイ
ン経営活用の機運の醸成を目指すとと
もに、実践する際のハードルを明らかに
する。

ワークショップから得られた気づき

• 仲間を複数名募っての参加が要件だったことが良かった。

• 現地報告会で報告したところ、掲げた将来像「ありたいなりたい姿」を商店街の

仲間が楽しみにしてくれていることが分かった。すぐ出来そうな取組から始め、改善

を試みながら取り組みたい。

• 従来から持つ先入観が抜けない状況からスタートしたが、ワークショップを通じて時

代の変化やライフスタイルに応じた取組をこちらもしなければいけないと思えた。

• ワークショップのプロセスそのものを通じて、商店街のあり方を見直し、言語化で

きた。

• 自分が描いてきた「あるべき姿」を見直し、次の世代のために準備ができるものは

なにかを考えることができるような問いかけをずっともらえ、やるべきことが見えた。

ワークショップ参加商店街からの声 専門家からの声

• ビジネスモデルキャンバス（BMC）は商店街を客観視することができるとい

う点で有効なツールであった。対処療法的な支援も重要だが、こうした長期的

目線での種まきをおこなう支援も両輪で行っていくことが重要。

• 専門家も答えを知っているわけではない。考え方や考える際のポイントについて

アドバイスをしながら一緒に考え、最終的には商店街自身が答えを見つけるこ

とが出来て良かった。

• 最初から完璧を求めず、早く実践して、早く失敗し、何度も修正を繰り返して

作り上げることが重要。

• Why（何のためにそれをするのか）は言語化が難しいが、Whyこそが人に刺

さる。3人の専門家が順繰り携わることで、多角的な意見を得ることができ、

本質的なWhyの見える化につながった。

• リーンキャンバスを使い、関係者の課題を深掘りしてベクトル併せをどのように行

うのかが重要である。

今後の検討課題

⚫ 少数の内なる実践者から議論をスタートさせることの有効性

⚫ 客観的な目線（ワークシート・専門家）の有効性

⚫ マーケティングの徹底によるイノベーションの創出

⚫ より効果的なワークショップ内容への見直し
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成果報告会
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日時：2023年(令和5)3月2日(木)14時～16時
場所：電気ビル共創館 ※オンライン同時配信
プログラム：１．調査概要説明

２．ワークショップの振り返り
ワークショップ参加商店街、専門家を交えてのパネルディスカッション

＜トークテーマ＞
・ワークショップに参加しての感想、成果
・商店街におけるデザイン経営の活用について
・来年度以降の各商店街の取組について
参加者数：オンライン135名（概算） 会場30名（登壇者・有識者含） 成果報告会チラシ

アンケート結果（商店街・支援機関）

成果報告会について

• 自身でもデザイン経営を活用して商店街の在り方を模索していきたいか

感じた：61％ 分からない：25％ その他：14％

• デザイン経営の導入・実践における課題は何か

人材がいない49.0％ 実践方法が分からない36.7％ 実践方法は分かったが実践方法が難しい34.7％

• デザイン経営を実践するにあたって、必要と考えられる支援策（複数回答）

1位 ワークショップ等の実施支援（28票）、2位 他の商店街や支援機関、デザイナーとの交流（23票）

3位 専門家の派遣（22票）、4位 デザイナーとのマッチング（19票）

※回答数：49

事例調査

• 先進的な商店街の取り組みのうち、デザイン経
営を活用している事例を発掘、実践方法の
分析を行う。

ワークショップ

• 商店街等におけるデザイン経営手法
を実践。

• 実践方法の明確化を行う。

成果報告会

• 調査内容について、広く展開し、デザイ
ン経営活用の機運の醸成を目指すとと
もに、実践する際のハードルを明らかに
する。

開催概要



●
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普及に向けた支援の方向性



商店街におけるデザイン経営普及に向けた支援の方向性

1.商店街におけるデザイン経営の理解促進活動
商店街におけるデザイン経営事例の発掘・情報発信

2.商店街におけるデザイン経営の実践機会の創出
デザイン経営実践手法の１つと仮説する、
ワークショップの実施支援等による実践機会の創出

3.ネットワーク形成支援
客観的な視点を得る場・仲間づくりや価値創造のアイデアを得る
場としての内なる実践者同士のネットワーク形成


